
概要 / 目的:

ガス冷却高速炉（GFR）

ガス冷却型高速炉（GFR）は、GIFが選択した６つの将来有望な原子炉技術のうち
の１つです。本ウェビナーでは、GFRの主な利点や欠点、設計、安全性、関連する
研究開発について紹介します。
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1. ガス冷却高速炉（GFR）の利点:

2. GFRの課題点:

クローズド高速炉サイクルが実現できれば、核燃料をより効率よく使用
することができ、高レベル放射性廃棄物の量や放射毒性を低減するこ
とが可能となる。ガス冷却高速炉は、気体を冷却材として使用するた
め、液体金属冷却材に関連する問題が原理的に生じないという利点が
ある。

ガス冷却材は一般的に熱慣性が小さく、冷却材損失事故時に燃料や
構造材の温度が急激に上昇してしまうという問題がある。また、通常運
転時でも7MPa程度の圧力システムが必要となる。それに加え、炉心の
崩壊熱除去が難しくなるといった欠点もある。



3. Gen IV GFR システム:

4. ALLEGROプロジェクト :

Gen IV GFRシステムは、ウラン-プルトニウム炭化物燃料とセラミックス
被覆材を用いる。炉心出口温度は850℃に達し、エネルギー利用効率

が高く、また、発電以外の目的での熱利用が可能となる。平均出力は
100MWth/cm3となり、およそ10倍程度一般的な高温ガス炉より高いが、
ナトリウム冷却高速炉と比較すると低い。

ALLEGROはV4G4コンソーシアムの枠組みで開発が進められているガス
冷却高速実験炉である。ALLEGROは三つの崩壊熱除去システム、二つ

の一次冷却設備と高温試験のための冷却設備を備えている。
ALLEGROの目的はGFRの主要技術を実証することにある。



6. 構造材やヘリウム技術の課題、崩壊熱除去システムに関する研究開発

5. 燃料に関する課題と研究開発:

最大の課題は、高温・高出力密度に耐えうる燃料及び炉心構造材料
の開発である。SiC被覆材を用いた炭化物燃料などの研究開発が進め
らている。

構造材やヘリウム冷却機構に関する技術課題を解決する必要がある。
例えば、冷却材喪失事故時の崩壊熱除去が困難になるという課題が
ある。この課題に対して、事故時に強制対流が自然対流に変化した際
に、流路を変化させることができる崩壊熱除去システムが設計されて
いる。




